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三
味
無
篤
印
涅
薬

繹
奪
教
化
の
目
的

有
餘
無
餘
無
佳
所
涅
案

大
光
明
中
の
生
活

人
生
は
豫
倫
科

寂
光
土
と
極
業

西
方
の
意
義

西
方
極
業
の
諭

須
摩
提
と
涅
槃

佛
に
約
じ
機
に
約
し
て

合 大 共 菫 奎 杢 天 尺 電交 套

一
　

一

無
封
光
講
話
筋
書

須
摩
提
極
業
涅
槃

心
行
所
求
佛
土

佛
上
の
異
名

浄
土
と
機
土

澤
土
判
繹

涅
業
界
に
封
す
る
観
念

佛
教
の
涅
業
の
観
念

佛
身
及
佛
土

極
業
及
佛
身

涅
業
界
の
異
名

涅
業
界

密
厳
浄
土

蓮
華
蔵
界

一
一
二

八
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〇
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二
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台

華

厳

員

言

無

封

本
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と
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的
に

極
楽
と
は
感
情
的
に

常
寂
光
と
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理
智
的
に

涅
業
界
と
は
意
志
的
に
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密
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世
界
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讐
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…
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身
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三
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に
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し
て
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融
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融
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念
佛
三
昧
玄
談
筋
書

念
佛
者
の
二
動
機

念
佛
三
義
（請
求
感
謝
三
味
）

見
性
と
見
佛

三
味
と
魔
事

佛
智
の
雲
國

さ
ま
や
の
花

三
味
妙
業

人
の
生
き
る
債
値

活
し
給
ふ
聖
意

光
明
獲
得

観
音
菩
薩
（愛
と
敬
）

名
琥
佛
種
子

愛

慕

欲
　
生

浄

土

雲
の
住
居

（歌
）

光
明
歎
徳
章
和
解

光
明
歎
徳
章
要
解

十
二
光
讃

（新
登
表
）

と
き
わ
の
み
く
に

と
わ
の
い
の
ち

久
遠
賞
成

浄
上
の
本
確

二

三

〇
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排

者

編

者

謹

誌

大
ミ
オ
ヤ
の
無
整
の
大
悲
に
催
ほ
さ
れ
て
、
此
の
上
に
輝
き
出
で
給
ひ
し
排
榮
聖
者
は
、
安
政

や
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
ざ
き

か

へ
い

は
　
つ
　
か

し
も
ふ
き
の
く
に
わ
し

六
年
二
月
二
十
日
下
絶
國
鷲
の
谷
の
念
佛
者
山
崎
嘉
不
氏
の
長
男
に
生
を
受
け
給
ふ
。
家
に
在
り

て
農
事
に
動
み
學
業
を
好
む
こ
と
世
の
常
な
ら
ず
、
十
二
歳
の
時
爾
陀
三
奪
を
笙
中
に
想
見
し
て

あ
こがれ　　　　　　　　　　　　　　　つ
い

憧
憬
の
念
に
堪
へ
ず
、
党
に
明
治
十
二
年
二
十

一
歳
に
し
て
出
家
の
素
志
を
途
げ
、
近
村
東
漸
寺

じ
ゆ
く
す
い

せ
き
が
く
だ
い
こ
う

の
碩
學
大
康
上
人
に
師
事
し
、
毎
夜
熟
睡
三
時
間
の
外
は
雑
用
に
學
間
に
忙
し
く
、
貫
く
に
念
佛

一
行
整
夜
断
え
間
な
く
、
或
時
は
手
の
不
に
油
を
入
れ
之
に
浸
し
た
る
燈
心
を
燈
し
、
或
時
は
腕

の
上
に
線
香
や
蟻
燭
を
燈
し
て
佛
前
に
供

へ
、
以
て
そ
の
忍
力
佛
道
修
行
に
堪

へ
得
る
や
を
試
し

学
ょ

旦
人
に
就
き
て
華
厳
を
修
め
し
央
ば
に
は
法
界
観
の
三
昧
園
か
に

給
ふ
。
東
京
に
遊
學
し
て
卍
山
・

け
ん
ぶ
つ
　
　
ま
い
り
よ
う
ノ
ヽ
　
ほ
つ
と
く

こ
も
　
　
　
　
し

し
ん
　
　
　
　
　
あ
か
つ
き

つ
く

ば

さ
ん

現
前
し
、
明
治
十
五
年
筑
波
山
に
籠
り
て
至
心
念
佛
の
暁

に
は
見
佛
三
昧
了
々
と
獲
得
し
給
ふ
。

ゑ
　
　
　
か

せ
　
　
か
い
　
　
に
ん
　
　
じ
ん
　
　
ぜ
ん

じ

ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
つ
ぼ
う

爾
来

一
畢

一
動
全
く
佛
法
に
相
應
し
、
施
、
戒
、
忍
、
進
、
暉
、
慧
、
快
く
る
こ
と
な
く
、
大
康

一
一一一三



一
一一一一二

上
人
の
意
を
組
い
で
五
香
に
新
寺
創
立
を
志
し
明
治
二
十
七
年
本
堂
落
成
に
至
る
ま
で
は
、
雨
漏

あ
ば
ら
や

わ
ら

る
康
家
に
夜
も
燈
無
け
れ
ば
線
香
の
火
を
頼
り
に
聖
査
を
描
き
、
厳
寒
に
も
重
ね
着
せ
ず
藁
を
積

ち
よ
う
ぜ
ん

ゆ
み
よ
う
　
　
し
よ
う
み
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
り
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ち
え
ん

ん
で
蒲
国
と
な
し
、

超

然
と
し
て
勇
猛
に
稽

名

し
給
ふ
。
建

立

寄
附
も

一
人

一
厘
の
結
縁
と

あ

ん
ぎ

や

　

　

も

し
て
遠
近
を
行
脚
中
若
し
貧
窮
者
に
遇

へ
ば
月
日
重
ね
て
喜
捨
ん
」積
み
し
金
米
全
部
之
に
施
し
て

か

ん
じ
ん

あ
り

ね

ん
ご

更
に
又

一
厘
よ
り
勤
進
を
始
め
給
ふ
。
途
を
踏
む
に
蟻
は
勿
論
若
草
ま
で
も
懇
ろ
に
之
を
避
け
、

大
康
上
人
の
訃
晉
に
接
し
て
は
“　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
が

即
座
に
追
恩
別
行
に
入
つ
て
不
隣
念
佛

一
百
日
に
及
び
給
ふ
。
更

に

一
切
組
讀
了
。
明
治
廿
七
八
一　
　
　
　
　
　
だ
じ
ぢ
ぉ
準
ん

午
印
度
に
渡
り
て
大

聖

澤
奪
の
御
蹟
を
巡
寿
し
、
婦
朝
し
て
は

あ
　
み
　
だ
き
よ
う
ず

え

あ
ま
ね
　
　
　
　
み
よ
う
ご
う

東
西
に
巡
教
し
阿
爾
陀
組
国
檜
を
施
し
給
ふ
こ
と
廿
五
萬
餘
部
、
普
く
米
粒
名
琥
を
施
し
て
か
り

に
も

一
馨
稀
名
の
縁
を
結
び
給
ふ
こ
と
賓
に
無
敷
、
難
化
の
有
縁

一
人
の
篤
に
も
数
年
方
便
し
て

猶
措
か
ず
一
寺
の
積
遇
を
辞
り
態
々
下
男
室
に
夜
を
明
し
て
動
化
の
縁
を
求
め
、
夜
寒
の
町
に
貧

者
を
訪
れ
て
は
営
日
供
養
を
う
け
し
下
着
を
腕
ぎ
興
へ
て
如
来
∩
Ｆ

ひ

）大
悲
を
喜
び
あ
ひ
給
ふ
。
日
毎

ぼ
う
ち
ゆ
う
　
　
わ
ず
か

夜
毎
の
特
道
に
疲
れ
し
色
も
な
く
忙

中

に
僅

の
閑
を
得
て
は
如
来
の
奪
像
教
化
の
御
文
に
筆
を



運
び
、
汗
血
の
に
し
む
慈
悲
の
雫
が
幾
千
枚
、
そ
の
奉
謝
の
金
は

群
と

く
會
堂
の
創
建
と
な
り
學

園
の
創
立
と
な
り
敷
高
の
文
書
敷
十
萬
の
證
舞
儀
の
施
本
に
充
て
給
ふ
。
食
卓
の
上
浴
室
の
中
至

る
所
皆
説
法
の
道
場
に
て
、　
一
所
不
住
の
年
中
巡
教
極
寒
極
熱

一
日
の
休
養
も
な
き
間
に
宿
所
の

縁
に
随
つ
て
は
古
今
の
書
籍
近
代
科
學
に
至
る
ま
で
孜
々
と
し
て
研
め
給
ひ
、
叉
菫
、
歌
、
晉
栞
、

五
筆
の
書
等
諸
技
悉
く
利
生
の
方
便
な
ら
ぎ
る
な
し
。
笙
應
内
に
浦
ち
て
、
念
々
不
捨
療
息
ま
で

自
ら
稀
名
す
る
程
な
り
し
間
に
も
論
法
に
非
れ
ば
讀
書
、
讀
書
に
非
れ
ば
書
き
物
、
賞
に

一
寸
の

光
陰
も
篤
す
こ
と
無
く
し
て
過
し
給
ふ
こ
と
な
く
、
集
る
浄
財
は
悉
く
利
他
の
用
に
供

へ
て
反
古

紙

一
枚
を
も
節
約
し
て
そ
の
裏
に
原
稿
を
書
き
給
ふ
。　
一
切
の
時

一
切
の
虜
、
た
ゞ
こ
れ
佛
作
佛

す
ん
げ
き

行
、
寸
隙
な
き
そ
の
御
行
状
に
接
し
て
は
始
め
奪
大
に
構
へ
し
人
も
皆
恭
敬
し
て
其
の
教
に
額
か

ざ
る
な
く
、
諸
宗
は
勿
論
耶
蘇
教
の
牧
師
に
至
る
ま
で
姜
心
し
て
そ
の
門
に
入
る
。
首
唱
し
給
ふ

光

明
主
義
の
光
萬
民
に
被
る
所
、

念
佛
三
昧
各
地
に
盛
に
行
は
れ
入
信
の
行
者
幾
萬
皆
悉
く
値

遇
の
御
恩
を
感
泣
し
て
壼
未
来
際
の
願
行
に
奮
ひ
立
つ
。
超
え
て
大
正
九
年
吹
雪
に
更
く
る
北
越

一
一一一一一一一



二
三
四

ま
い
え

の
夜
寒
身
に
泌
む
動
化
の
旅
に
老
い
の
御
馨
に
轟
き
ぬ
如
来
の
御
慈
悲
を
待

へ
て
最
後
の
三
昧
會

を
木
枯
悲
し
き
柏
崎
に
導
か
れ
給
ひ
し
十
二
月
四
日
遷
化
し
給
ふ
。

仰
ぎ

僣
み

れ
ば
内
證

麟
だ

深
く
外
用
亦
廣
大
に
、
全
分
度
生
の
無
我
の
力
が
無
作
の
精
進
に
願

れ
給
ふ
丼
榮
聖
者
の
御

一
生
は
、
如
来
光
明
の
さ
な
が
ら
の
反
映
に
在
せ
ば
、
誰
か
大
慈
悲
の
笙

應
を
仰
が
ざ
ら
む
。
誰
か
光
明
の
掘
化
を
信
ぜ
ざ
ら
む
。



排
榮
聖
者
光
明
大
系
無
封
光
非
賣
品

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
印
刷

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
四
忌
日
嚢
行

編
輯
乗
嚢
行
人
東
京
都
港
Ｅ
芝
白
金

今
里
町
八
十
二
番
地
寓
居
田
中
木
又

印
刷
人
東
京
都
千
代
田
Ｅ
紳
田
紳
保

町
三
ノ
一
〇
番
地
春
山
治
部
左
衛
門

螢
　
行
　
所

東
京
都
港
Ｅ
芝
白
金
今
里
町
八
二
番
田
中
方

ミ

オ

ヤ

の

ひ

か

多

苑

振
替
東
京
六
六
八
五

一
番



耕
栄
聖
者
御
入
滅
七
十
周
年

記
念
出
版

仏
陀
禅
那
弁
栄
聖
者
御
著

競
細

『無
凝
光

ｏ
無
封
光
』

平
成

一
一
年

七

月

編

　

　

者

発
　
行
　
者

光

明

会

本

部

Ｆ

所

　

光

明

会

本

部

〒
剛
　
兵
庫
県
芦
屋
市
六
麓
荘
町
二
〇
上
一〇

電
　
話
　
ｏ
党
七
１
２２
‐
四
九
〇

一
番

振

替

神
戸

千

上

ハ

四

番

印
　
刷
　
所

東
進
印
刷
工
芸
株
式
会
社

田  四

日

中 復
干1

木

叉



耕
栄
聖
者
御
入
滅
七
十
周
年

記
念
出
版

御
遺
稿
集
刊
行
日
録

ミ
オ
ヤ
の
光
　
四
冊

一
セ
ッ
ト

光
明
大
系

無
量
光
寿

不
断
光

附

仏
法
物
語

無
邊
光

無
凝
光

・
無
封
光
（合
本
）

炎
王
光

・
清
浄
光

・
歓
喜
光

・
智
慧
光

難
思
光

・
無
称
光

・
超
日
月
光

人
生
の
帰
趣

光
明
の
生
活

道
詠
集

お
慈
悲
の
た
よ
り
　
上
巻

お
慈
悲
の
た
よ
り
　
中
・下
巻
（合
本
）

〔既
　
刊
〕

〔既
　
刊
〕

〔既
　
刊
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

・
不
断
光
（合
本
）

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕

〔復
刻
版
〕
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